
学生ボランティア、 ISR-ConnAction:支援から協働への学びのプロセス

研究員:小早川裕子(国際教育センター准教授)

1. はじめに

2013年に結成された ISR-ConnAction(ISR) 1は、主にフィリピンを支援する学生ボランディア・

サークノレで、ある。 2018年度現在、 l年生から 4年生の 20人によって構成される小規模な団体であ

る。筆者は、結成当時から ISRの顧問を務めている。メンバーの流動性が高い大学のサークノレを

継続することは容易ではない。また、海外に活動拠点を持つ本サークノレでは、多くの高度な能力

が求められる。英語力、コミュニケーション能力、異文化理解能力、リーダーシップ、組織力、

そして、実行力など総合能力の実践である。 ISRは決して擾秀な学生ばかりが集まるサークノレで

はない。むしろその逆である。現実、 ISRに入会するメンバーは、英語が不得意で自分に自信を

持てない学生が目立つO そのような ISRが、毎年、国連ユースボランティア (UNYV) 2、トピタテ

留学3、KAK凹 ASHIプロジェクト4、日本語パートナーズ5など未知の世界で切瑳琢磨するチャレン

ジャーを輩出している。本稿では、 ISRが活動を通し、メンバーが考え、体験し、学ぶフOロセス

を紹介し、何が彼らを成長させていくのかを考察する。

2. ISR-ConnAction結成の背景とその目的

2013年 11月にフィリヒ。ンを襲ったスーパー台風ヨランダが去った後の惇ましい光景が、当時、

連日のように各種メディアに映し出された(死者数 6201人:フィリピン国家災害リスク削減管理

委員会、 2014年)。人間の想像を超える自然の破壊力は世界中の人々に衝撃を与え、多くを支援

活動へと突き動かした。その動きは、東洋大学の学生たちをも立ち上がらせた。義援金を集める

目的で ISRが結成され、 2013年 12月 6日にチャリティー・イベントが本学のスカイホーノレで、開

催された(東洋大学ウェブ)。チャリティー・イベントは参加者 233人を数え、学生、教職員のイ也、

外部から NPOなど協力団体も参加した。そのチャリティー・イベントは、 NHKの朝のニュース番

組でも取り上げられた。義援金は、ほぼ 100万円になった(小早川裕子、 2016)。

ISRが結成当時に掲げた目的は 3つある。第 1に、義援金を集めること。第2に、 ISRがレイテ

fjへ行き、文ほl也l成を[両:接探りだすことっそして、第 3に、 1;G1f)Jは支援地域の平常生活の11I1仰を

見込み、;)年間はあtけるということだった 1SRぴ){舌動を広く??知する円[内でド刷、守oook公式ガイ

1結成、li初は、 iOrientalSky Project (OSP)J を私乗っていたが、 i首動i人J'j，:の変化に伴い 2015年に ISR-ConnActionと改名っ

UNYV派泣・ ]， 2016午 (派i辿庄う先l包己ウ力ンタ) (山ht廿tpド)苅s:ジ//

2 2017年 (ωiI氏市j芭先ノえンクグやラデシユ テロ発寸乍:のため巾!リ|卜今)

i トビタテi同干:: j 2015午(ラオス) (https://www.toyo・a(・jp/sitc/日akuho日/9264I.htrn1)

，2 2016年(フィリビン) (hltp:/ /www.loyo.ac.jp/inlernalional-exchange/ies/program/31R7 ;16/) 

玄.2017 1下(アメリカ・フィリピン)

主.201R年(フィリピン・ウガンタ) (諸事情により、ウカ心ンダ間半を断念)

1 Ki¥KEH八SHIプロジェケト、 20141下 (https:川日引引にtoyo・ac.jp/ s itc/ rds-global/59182. htrn 1) 
" u本語ノ¥ートナース・ i2015 Ijド(タイ) (htlpS:/ /www.toyo・ac.jp/ぉite/rds-glohal/10IM3.hlm!) 

20181下(インドオ、シア)
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トを開設すると、 2013年の最高アクセス数は 6千を超えた。 3つの目的は、すべて達成している。

当時の学生たちは、共通の目的のために学部学年を超え、一丸となって目的達成のために奔走

した。社会経験も知識もまだ浅い学生たちは、教職員や協力してくれた NPOメンバーからアドバ

イスを受け、組織づくり、イベントの運営方法、企業の協賛・支援の取得、事後報告の責任など

について多くを学び、行動した。どの学生の目も輝いており、限られた時間の中で集会を聞き情

報交換をし、互いを鼓舞する様は、近くで見ていた大学の教職員に感動を与えた。

3. 支援先発掘活動期から託児所建設期 (2013年一2014年)

ISRメンバー12名は、 2014年 2月にレイテ島に向かい、支援先の発掘調査をした。メンバーは、

被害が最も多かったタクロパン市を訪れたが、そこには既に世界各国から大きな支援団体が復

旧・復興活動をしており、小さな学生団体が入っていける隙聞はなかった。最終的に、筆者が以

前からセブのパートナーとして交流のある NGOGa阿部alinga (GK) 6のセブ代表に紹介してもらっ

た、レイテ島ヒロンゴス地域のプノン村を支援することになった。 GKレイテはプノン村に 14棟

の住宅供給をしている。当村は、世帯数 60に満たない小さな漁村である。

プノン村を襲った台風は、ヨランダではなく、そのすぐ後の 2014年 1月に発生した台風バッシ

ャンである。台風ヨランダのインパクトがあまりにも大きかったため、台風バシャンは報道され

ることはなく、また、あまりにも小さなプノン村を知る者はいなかった。台風バシャンは真夜中、

村を襲った。外洋につながる川が村を囲むように流れている(図 1) が、大波が川伝いに村に流

れ込み、漁船を洗い流し、多くの住宅を破損させた。暗闇の中、大人の胸元まで水が浸水したと

いう。 GKレイテが建てたブロックとセメントで建てられた住宅は、台風で崩壊することはなかっ

た。被害を受けたのは、竹とバナナの木と葉で作られた家である(写真 2)。プノン村を訪れた ISR

が、村の状況を把握すると、そこに託児所を建てて支援をすることを決定した。頑丈な託児所を

建てる事で子供たちの教育施設を提供し、台風時には避難場所として利用してもらえると考えた。

GKレイテの協力を得て、プノン村の住民との話がまとまると託児所建設の準備が始まった。その

時以来、 ISRは春と夏の長期休暇期間の年 2回現地を訪れている。

ISRにとって 2014年は、託児所の建設を通じた村民とのラポール形成期で、あった。学生たち

は初め、村の近くにあるリゾート施設に滞在しながら村に通った。そして、一度、託児所に屋根

奇多

同 l ブノントJI判花予定閃 (2014年'/)山、 l か、合的る村!c(と漁船 ilf山.2 ブノンヰ、J-u}札IliWしよ二集会Jお

6 GKは貧|本|地域をコミュニティ IJトl発と住七D!;O:で支J乏する NGOである。フィリピン全|で活動をIRlJiJしている{也、均/外に11、
く支援ネットワークを持っているつ (htlp://昨日目 .gklworld.cりm/home)
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とトイレが設置されると、彼らはそこで寝泊まりして託児所の完成に励んだ。いつまた大きな台

風が村を襲うかわからない。学生たちには、 2度と村民に同じ恐ろしい思いをしてもらいたくな

いという気持ちと、多くの人々の応援があって ISRの活動が実現したこと、また、託児所の完成

を心待ちにしている村の子供たちと触れ合う中で、責任とプライド、が育っていった。フェイスブ

ック公式サイトでは、 ISRの活動内容を紹介していたが、直接的に活動を伝える必要があるので

はないかとの考えから、学内の報告会を始めた。この報告会には、ボランティア活動に関心があ

る学生と教員、そして、 ISRの先輩達が参加している。メンバーに二部生が増えたため、 2018年

からは、昼休みと夕方の 2回報告会を設けるようになった。

4. 平常生活から見えてきた村の現実と ISRに向けられた課題 (2015年-2016年)

2015年までには、村の生活は従来通りに戻った。一方で託児所は、建物自体は完成したが(写

真 5)、中身は空っぽで、机、椅子、ホワイトボード、本、本箱、下駄箱、ゴミ箱等などを揃える

必要があった(写真正 4)0ISRがチャリティー・イベントで、集めた義援金は、すべて託児所建設

で使い果たした。そのため、 ISRの課題は、いかにして必要な備品を用意するかであった。チャ

リティー・イベントは、その後、 2回行ったが、時間の経過と共に人々のスーパ一台風ヨランダ

の記憶は希薄になり、関心も失せていった(小早川裕子、 2016)0 ISRメンバーは、その状況に落

胆しつつも現実として受け止めた。定例会議で行き着いた考えは、託児所に設備を揃える費用に

は大金は必要ではなく、少額でも持続的に資金を生み出す事であった。そこで、 ISRは大学祭に

出居し、以前から交流があったパング、ラデ、シュの女性支援団体、「サクラモヒラ7Jが生産販売す

る小物を売ることにした。サクラモヒラも、モノが売れ、知名度が高まると喜んだ(研究所だよ

り、 No.51) 0 ISRは、学祭でボデ、ィーペイントでも収入を得ると同時に、古着を集め、それをセ

プ市のフリーマーケット(現地では、「ウカイウカイ」と呼ばれる)で販売し、小銭を稼いだ。 ISR

は、これらの活動から得た収入で備品を揃え、また、ソーラーパネノレを屋根に設置して、夜でも

託児所を使えるようにした(写真 6)。本箱や下駄箱は経費節減のため、村の大工さんの指導を受

けながら、メンバーが板から作った。

日中夜利用可能となった託児所に滞在しながら、 ISRは、その使い勝手を確認した。そこでメ

ンバーは、二つの課題に気づいた。一つは、水である。村では井戸水を生活水として利用してい

るに しカミし、 1，5人の TSRメンバーが村に出イ1:寸るだけで、 会気に/J'(は丘をついてしまう。 もう

一つの課題は、託児j灯の先/1の肘山である。月:)， 000ベソ(約 7，00011J、2017イ1'-現在)もあれば

良いとのことであったが、村にも村民;にも貯蓄がない。村民との話し介いの中Iから、託児Jjrの先

生がイJイのため、 TSRが日本にいる聞は、判長が鍵を保有し利用されていない事がわかった。こ

れでは、木末転倒であり、早急に解決法を考える必要があった。

ここでプロン村の/1--活について触れておきたい。ブノン村の漁船はエンジンもなしりト舟(写真

7 サクラモヒラ:htlp:/ /www.sakuramohila.com/ 
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写真3 託児所内の子供達 写真4 託児所の内装 写真5 完成した託児所 写真6 ソーラー電機

1 )だ。村に流れる川を手漕ぎで外洋まで上り、そこで、糸を垂らして魚を釣るのである。糸釣

で得られる魚は小振りのものばかりで、バケツ 1杯でおよそ 300円から 500円程度である。悪天

候の時は漁に出られず、収入はゼロとなる。プノン村の生活は厳しく貧困である。ココ榔子、バ

ナナ、パパイヤなどの食物があり、一程度の食料は確保できるものの、一度、病人が出る、ある

いは、台風などで家や船を損失するなどの被害に遭うと、自力で立て直すのは困難で外部援助が

必要となる。その援助をしてきたのが GKレイテである。

ISRメンバーがリピーターとなって何度も村を訪れる事で、親密性が高まってきた。すると、

これまで、見えていなかった実情が明らかになってきた。各世帯が複雑な家庭事情を有しているこ

と、また、村民の生活向上意欲が希薄である事がわかってきたのだ。プノン村が貧困なのは、自

力では解決できない問題が根深く存在するのは事実であるが、生活改善のための村民の努力も見

られなかった。例えば、前夜飲みすぎて好天気でも漁に出ない、また、収穫量を増やすための工

夫をしないなどである。村民との親密性の高まりは、 ISRメンバーに村で生活する上の知恵や遊

びなどを伝えた。それまでの、支援する側と支援される側の上下関係は、友達、あるいは、家族

としづ水平な関係へと変化していった。プノン村で英語を話せるのは 10代の一部の若者のみで、

大人はほとんど話せない。それでも女性たちは ISRに食べ物の差し入れをし、扇風機やブランケ

ットなど、託児所での寝泊まりに不自由がないように気を使ってくれる。日々一緒に生活する事

で日常的な意思の疎通は言葉が不足しても分かり合えるようになってし、く。 ISRと関わりの深い

世帯は、 GKレイテの住宅に住む 14世帯であるが、その少ない世帯数の中でも、病気の親の面倒

をみながら都市部や海外で働く兄弟の子供たちと一緒に生活している世帯、親が行方知れずにな

ったままの世帯、育児放棄する母親がいる世帯、障害を持った子供を抱えている世帯など、どの

家庭も貧困で#悩を抱えているっそれでも彼らは遣しく生きているわけだ、が、日頃からよくお酒

を飲み、好天気でも円に出かけなし、彼らは、 lSEの円には怠け在として映ってしまうりまた、内

人の北ベ~J副元世Jなど、お金を軒iむ人がいると、同情しつつも、救えきれない山分たちの泊四J意義

切にず問を抱くようになっていった。ブノン村の生活が元に戻り、村氏との親持性が深まった 201.5

イドから 20Hiイドは、託児JリIをただ建試しただけでは村の根木(1':)な問題である「貨同」は解決されな

いことを思い知らされた町一期であっ

5. 支援からソーシャル・ビジネスへ (2017年一2018年)
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大学 4年の生活は長いようで短い。特に、被災地の支援活動を行なっていると、ようやく現地

の状況を理解し、活動に本腰が入る頃には学生達は卒業してしまう。そして、新しく入ってきた

メンバーの新たな学びと体験と知識を積むサイクノレが始まる。 2017年で、 ISRのチャリティー・

イベントの体験者は一人もいなくなった。それに伴い、メンバーの意識が大きく変わり、プノン

村における活動内容も変化していった。村には、水の安定供給問題と託児所の先生の雇用問題が

あるわけだが、これらを解決するには、毎月かなりの収入を捻出していかなければならない。 ISR

がスポンサーになることは不可能であることは明らかだ、った。そこで考え出されたのは、村でソ

ーシヤノレ・ビジネスを立ち上げて毎月安定した収入を生むことだった。

最初に考え出されたのは、レイテ島でとれるバナナ科の植物繊維で、あるアバカ (マニラ麻)

の機織りだ、った。村から近くにあるアパカの手織りを生産販売している会社が、村人を教育して

くれるというオファーがあったのだ。しかし、お腹が空けば、木に生っている果物を食べ、お金

が必要になったら漁に出る気ままな暮らしを続ける彼らは、技術の修得に時間がかかる機織り業

の希望者はいなかった。次に考えたビジネスは、パージンココナッツオイノレ (vco)の生産販売で

ある。村にもココナッツが生い茂っており、生産フ。ロセスもシンフ。ノレで、技術を修得するための忍

耐もいらない。 ISRは、日本でも vcoは人気が高いことから、村で生産した vcoを日本で販売す

る方法を探ることにした。このように ISRは、ソーシヤノレ・ビジネスでプノン村の収益を稼ぐこ

とを考えついたが、ビジネスを全く知らないサークノレである。フィリピンから日本へ vcoを輸出

する方法、規制、税金、送料から、 vcoの在庫場所、販売方法、不良品対策など調べなくてはい

けないことが山積みで、あった。初めはソーシャル・ビジネスのコンセプトに賛同していた ISRメ

ンバーも、次第に、サークノレとしての目的を見失い、ゼジネスに関心がある者、ボランティア活

動に関心がある者、サクラモヒラとの共同に関心を示す者、そして、活動自体に関心を失う者が

徐々に表面化していった。 ISR存続の危機に陥っていったので、ある。

6. 現在の ISRと協力者達 (2019年一)

2019年 2月現在、 ISRは日本で自然化粧品会社アーダーブレーン社をパートナーとして得て、

障害者が働く作業所で vco石鹸を生産し、販売を始めた。メンバーの一人は、レイテ島に長期滞

在をして、 vco製作所の立ち上げと輸出の実現を計画している。一方で、パングラデ、シュへ行き、

サクラモヒラと 1~1VJ寸る学生もし、れば、 1'1111 キャンパス)古l辺の応とコラボして TSR の沼田J写真展

と製!日l販売を主目したメンバーもし、る。し、ずれの活動も小規模だが、各メンバーが自分の|品l心事

や得立分町を11かしている。各白土体的に行動して得た情報や考えを毎週行われる会誌で共有し

議論をした kで、決定事項の;十両を烹てている。メンバ一一人ひとりが松守したリーダーとして

機能している。 2019イ1e 1月から新しい代去が選出されたり候補は二人いたU 二人とも二部11:_o)男

子である。一人は、決めた事を形にしたいと丘欲満々な行動派で、もう一人は、おっとりとした

人の話をよく聞く学生だ。メンバーが代表に選んだ、のは、後者の学生だったむ

ISRが存枕の危機から活発な活動へと転換した主な要困として、大きく 3つ考えられる。第 1
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に、合宿を行し、 ISRのミッションとタスクを再考したことである。先輩たちが命名した Individual

Social Responsibility(ISR)-ConnActionの意味は、「行動を起こす事で人々をつなげ、より良い

社会の形成を実践していくこと」を基本的姿勢とし、活動の理念を「支援の規模やスタイルにこ

だわらず、困っている人を助けたいと思う個人をつなぎ社会的責任を果たしていく」で、あった。

新代表は、合宿前に ISRのミッションとタスクを考えてくる事を宿題とした。合宿で各メンバー

が最も多く使ったキーワードは、「やさしい社会JI人をつなげるJI共有JI挑戦Jであり、先輩

たちの理念と自分たちが目指すものが同じだった事に、現役メンバーは驚き、 ISRの活動目的を

再確認した。第2に、社会人となった先輩たちの存在である。年に複数回、 ISRの f大家族集会」

があるが、そこには先輩達が集まってくる。先輩達と現役メンバーの交流は、双方にとって前向

きな刺激となっている。第 3は、 ISRのネットワークである。 ISRを受け入れ、学びの場を提供し

ているプノン村と GKレイテの存在である。経済的、社会的、環境的に ISRのどのメンバーよりも

厳しい生活を送りながら、「マイペース」とも思われる彼らの生き方は、絶えず ISRに考える要素

を与えてくれる。また、日本においては、 VCO石鹸共同生産者のアーダーブレーン社とパングラ

デ、シュに活動拠点を持つサクラモヒラからは、モノを生産販売するためのノウハウと考え方など

実践的な事を学んでいる。学外にも社会ネットワークを持っていることが ISRの強みと言える。

7. 考察

ISRの活動内容は、被災地域における託児所建設→物質的支援→ソーシヤル・ビジネス起業と、

これまで大きく変化してきた。また、村民との関係、も、支援する側と支援を受ける側といった上

下関係から、親密な友達・家族といった水平的関係へと変化した。親密な関係は、メンバーへ個

人的な金銭援助の要求につながり、その経験をもとに、 ISRは、資金や物資を与える援助から、

村民と GKレイテと村の資源を活用したソーシヤノレ・ビジネスの起業に向けて話し合い、協働活動

へとシフトさせていった。既述したように、 ISRは能力がある者を選んでいるわけではない。誰

でもメンバーになれる。それでも ISRから国を代表する海外研修プログラムの研修生として選ば

れていることは、現地活動を通して発見した問題や疑問を解決するための方策を考え悩み続ける

からではないだろうか。解決法を見出せずにいることは苦しい。会議でも発展的な話し合いにな

らず、具体的な活動に繋がらない時期が続くと退会する学生もいた。それでも、 ISRが危機を乗

り峰えて存続しているのは、結呆を求めるのではなく、 TSRが山ら行動を起こし学んでいくプロ

セスを見'，'J'り応援する環j立がある方、らだと考えるυ 行動を起こすミッションがあるからこそ、 lSl:¥

はグローパルに活躍するために必要な総什能))を時間をかけながらも ''ÿ:内の授支と実践のJ~で身

ヂつけていっている。
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